























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































主　（48） △ 電子工場 同 同 同344
長男（28） ◎ ◎ ◎ （千葉県） ◎ （同） ◎ （同）
嫁　（22） ◎ ◎ （電子工場） ◎ （電子工場） ◎ （同） ◎ （愛知県）
主　（44） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎B 306
妻　（41） ◎ △ 〔不労働〕 〔同〕 〔同〕
長男（20） ◎ ◎ ◎ ◎
長男（28） ◎ △
1
同 同 同C 301
嫁　（26） ◎ ◎ △ 〔病　弱〕 ◎ ◎
主　（49） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎D 300
妻　（44） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
長男（24） 同 同 同
主　（54） ？ 千葉県 同 同E 298
長男（28） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
嫁　（26） ◎ ◎ ◎ 喫スー） ◎ 輿スー） 農外
主（・7）｝ 〔不労働〕 〔同〕 〔同〕 〔同〕F 227




◎ （千葉県） ◎ （千葉県）
主　（61） 砕石工場 同 同 同222
長男（33） ◎ ◎ ◎ △ 〔病弱〕 △ 〔病弱〕
嫁　（27） ◎ ・◎ （電子工場） ◎ ◎ ◎
2061妻（39）1
主　（54） ◎ ◎ ◎
1 160
妻　（46） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
長男（20） 酒田会社 同 同
妻　（46） ◎ ◎ ◎J 137
長男（28） 同 同 同
嫁　（27） 同 　　同P 同
妻　（44） △ ◎ ◎ ◎ ◎35
長男（20） 酒田会社 同 同 同
基幹従事者 〔◎〕
17 16 9 16 10 15 10 14 11
補助従事者 〔△〕
2 2 1 1 1























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































P0．7 124．2 134．9 257．9 392．8 65．7 103．5 496．3 20．9
10．7 124．2 134．9 230．7 365．6 63．1 51．3 416．9 一
10．7 124．2 134．9 234．5 369．4 63．5 137．9 507．3 一
35．0 67．6 102．6 172．6275．2 62．7 153．g 429．1 一
10．7 56．6 67．3 142．5 209．8 67．9 48．1 257．9 一
10．7 67．6 78．3 103．0 181．3 56．8 181．3 一
300．0 300．0 100．0
10．7 56．6 67．3 71．8 139．1 51．6 25．5 164．6 一
35．1 35．1 100．0 320．0 355．1 90．1
10．7 67．6 78．3 66．3 144．6 45．9 62．7 207．3 一
10．7 56．6 67．3 81．1 148．4 54．6 34．8 96．0 279．2 34．4
56．6 56．6 65．8 122．4 53．8 230．0 352．4 65．3
10．7 56．6 67．3 63．6 130．9 ，48．6 130．9 一
61．9 61．9 100．0 141．0 202．9 69．5
161．0 161．0 100．0




5．5 5．5 100．0 5．5 一
131．3 858．4 989．7 1618．12607．8 62．0 514．2 1945．15067．1 38．4
（注）1．
　　2．
　　3．
　　4．
専従賃金は月給制で男5．5万円，女4．5万円。
専従賃金のうち12－3月の4ヵ月は失保受給金。
1973年の法人雇用は，141．6万円，日当2，500円で566人日分。
土地使用料は10アール54，800円
3．5万，庶務，資材の担当理事は年2万，5人の
一般理事は年1万円。その合計112万円である。
　専従者15人（1975年の実績？）は，月給別であ
って，男12万（7人で84万）女10万（8人で80
万），その8ヵ月の合計1．312万である。これに失
業保険手当が加わる。そして10アール当り土地使
用料は1974年に1．7万であったが，1975年は2．4万
となった。31ha分として744万にたっした。以上
の総計2，168万である。その内訳比率は，理事報酬
5．2％，賃金60．5％，土地使用料34．3％である。
おおまかにいって，労働にたいして70％，土地に
たいして30％の割合である。
　しかし，1973年の実績では土地使用料の割合は
62％であったから．1975年の分配では労働とくに
専従者賃金の地位が高められたとみることができ
る。これは分配における労働の優位をしめすもの
であるが，その労働の機会が土地面積を基準にし
ているのであるから，いぜんとして土地所有が優
位であることに変りはない。土地所有は優位に立
っているが，それは上層農民のばあいのことであ
って，下層農民は事実上，労働の機会を喪失して
いるから，土地使用料の比重が低くなったことは，
それだけ不利になったと云うべきであろう。
　これを3ha層の専従者を例にしてみると，賃
金96万（12万の8ヵ月分）と理事報酬の合計約
100万，土地使用料72万（24万の3ha分），合計
172万となる。ボーナスは月給にたいする按分加
算とし，土地使用粕こは加算しない。こうした分
配方法について土門理事長は，　「金にとらわれて
賃金にウエイトをおくと失敗する。逆に土地使用
一68－・
料にある程度のウエイトをおくならば，かあちゃ
ん1人でもその使用料収入で金が入るという長所
があるという見解をのべている。
　しかし，専従の条件を失なった1ha以下層の農
民は，1haという最高のものであっても，その土
地使用料収入は24万にとどまり，賃金96万の4分
の1の収入しか得られないことになる。したがっ
て，1ha以下層の農民の利率からみると，土地使
用料よりも賃金にウエイトがかけられていること
になる。10アール当り2．4万円の土地使用料は，
ハーモニー農場の6万円に比べて低い。それだけ
上小松法人においては，分配のウエイトが賃金に
かけられていると云うことができる。
　分配のウエイトが賃金により多くかけられてい
ることは，この集団が上層農民の利益を代表し，
下層農民の利益をより少なく考慮しているという
性質を表明している。そして，こうした集団の性
質が，中下層農民の離農，法人離脱を促進してい
ると考えられる。ハーモニー農場と比較するなら
ば，ハーモニー農場では水稲作の機械化による省
力，労働力余剰を集団内で園芸部門をおこして，
就労の機会をつくり吸収している。上小松法人で
はコンバイン導入の機械化により水稲10アール当
りの労働時間は以前の60時間から40時間に短縮さ
れた。30％以上という省力の効果は，上層農民に
おいては肥育牛，繁殖豚，肥育豚などの副次部門
の個人経営の拡大に活用されている。下層農民に
おいては法人内部での就労の機会喪失という結果
だけが与えられたのである。
　集団的生産組織によって，上層農民がどのよう
な利益を得ているか。集団内の下層農民がたどっ
た運命を比べると同時に，法人に参加しなかった
6人の上層農民と比べることも必要である。この
6人は2．8haを最低とする，上小松部落内での上
層農民の大部分をしめている。この6人の上層農
民と法人参加の農民と比べると，はっきりした特
徴が分る。その第一は，4．43haという最高の土
地面積をもつU氏の農家所得400万水準は，法人
参加者では2．75haのD氏が到達している。つま
り，個人経営の4ha層の所得水準に，法人参加者
は3ha層で到達できることである。第2は，個人
経営では3．45ha経営のW氏でさえ，出稼ぎなどの
兼業収入を必要とするが，法人参加者では専従，
理事の地位さえ得られるならば，農業所得で家計
収支が可能だということである。
　この2点の相異は，集団的生産組織が中上層農
民の利益をかなりの程度満たしていることをしめ
している。しかし，その反面では集団的生産組織
のもとで，下層農民の土地喪失，離農，法人離脱
がおこっていることにも注目すべきである。そし
て，法人幹部が指摘するように，法人の関係があ
るために，離農者の土地は部落内部で買収するこ
とが可能になった。云いかえると，中上層農民は
法人関係をつうじて，部落内という近接地に追加
的な土地を得ることができたのである。
〔後記〕
　この調達報告は1973年8月と1976年2月の2回
にわたる調査のまとめである。また，ハーモニー
農場にっいては，山形県農業試験場中山誠一郎氏
の調査報告，上小松農事組合法人については，酒
田市の佐藤繁実氏の調査報告から多くの資料を得
た。佐藤繁実氏には1976年2月の調査にさいし
て，連絡の労をとっていただき，同じく堀勝弥氏
には現地案内をしてもらった。ここに感謝の意を
表する。
第21表　法人不参加農家の経済状態
Z
アール443
365
345
339
325
283
3
3
3
3
3
2
人 人日710
584
552
541
518
453
　万円
447．0
368．3
348．1
342．1
327．9
285．6
29・7円撒良区
239．4
226．3
222．4
213．1
171．4
出稼1人
〃　1人
〃　1人
〃　2人
　万円
119．0
29．　3
33．8
27．7
77．2
　万円
409．6
239．4
255．6
256．2
240．8
248．　6
一69一
